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コロナに負けない！コロナに負けない！
命をまもり、くらし応援の
市政をすすめます

医療破壊とキッパリ対決医療破壊とキッパリ対決
松阪市民病院をまもりぬきます

● ワクチン接種とともに PCR 検査の充実を　
● 災害避難所の体育館へエアコン設置を
● 子ども医療費の窓口 1000 円負担の廃止を
● コロナ禍のもと営業自粛へ直接支援を
● 国保税の引き下げを
● 水道料金の引き下げを
● 学校給食を無償に
● 少人数学級へ、定数改善と教員増を

　菅政権が強行する
病院統廃合やベッド
数削減は許せません。
松阪市民病院は “ 総
合病院として続けるべ
き ” が８割の市民の声
です。みなさんの声に
しっかりこたえます。

実現実現しましますす！！みんなの願いみんなの願い

くりたにくりたに建一郎建一郎
松阪市議会議員

高齢化社会にデマンド交通を高齢化社会にデマンド交通を

「どうなる？どうする コロナ対策と
あなたのくらし」のアンケートから

総合病院として続けるべき
79.9％

機能転換すべき
4.1％

よくわからない
16％

　高齢になって車に乗れなくなったとき、
予約すれば家まで送迎してくれるデマンド
交通がどうしても必要です。市長もやっと
これをやると明言しました。一日も早く実
現するために頑張ります。

玉城町のオンデマンドバス 一般質問で6回取り上げました


